
0
金
工
科
助
手
の
任
命
金
工
科
卒
業
生
八
巻
於
菟
三
氏
は
、
十
一
月
三
十
日

本
校
雇
を
命
ぜ
ら
れ
、
金
工
科
助
手
申
付
け
ら
れ
た
り
。

0
休
職
滴
期
教
授
辻
村
延
太
郎
氏
は
、
休
職
中
な
り
し
が
、
十
一
月
廿
八
日

を
以
て
、
満
期
と
な
り
た
り
。

0
古
宇
田
教
授
の
入
螢
教
授
古
宇
田
賓
氏
は
、
十
二
月
九
日
、
下
穂
佐
倉
歩

兵
第
二
聯
隊
第
十
一
中
隊
第
四
班
へ
入
螢
せ
ら
れ
た
り
。

〇
助
教
授
新
任
本
校
雇
柴
一
雄
氏
は
、
應
用
化
學
科
助
手
な
り
し
が
、
十
一

月
三
十
日
、
助
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
た
り
。

0
橋
本
霊
伯
の
見
舞

霊
伯
橋
本
雅
邦
翁
が
、
本
校
に
在
職
中
其
薫
陶
を
承
け

た
る
、
卒
業
生
中
の
有
志
者
装
起
人
と
な
り
、
翁
が
先
頃
束
病
苺
に
親
し
ま
れ

東
京
美
術
學
校
近
事
〔
六
ー
四
゜

M
•
四
O
·

十
ニ
・

ニ
三
〕

と
し
て
為
す
べ
き
所
な
る
べ
し
と
い
ふ
に
あ
り
、
夫
れ
よ
り
漑
田
其
石
氏
の
美

術
家
論
あ
り
て
後
、
板
谷
波
山
氏
が
在
學
嘗
時
の
同
窓
生
の
状
況
を
語
り
て
束

會
者
の
頷
を
解
き
た
る
が
、
時
恰
も
正
午
に
近
づ
き
た
る
を
以
て
、
茶
菓
の
型

應
あ
り
て
、
和
氣
藤
々
の
裡
に
参
會
せ
り
。

0
本
年
度
秋
季
の
修
學
旅
行
本
年
は
伊
豆
地
方
と
決
定
し
、
十
月
廿

一
日
よ

り
六
日
間
を
以
て
畢
行
せ
ら
れ
、
第
一
日
な
る
廿
一
日
は
、
午
前
八
時
三
十
分

新
橋
を
殺
し
、
沼
津
に
下
車
し
て
牛
伏
に
宿
し
第
二
日
は
沼
海
の
風
光
を
探
り

て
修
善
寺
に
泊
し
、
二
十
三
日
は
同
所
に
在
り
て
、
湯
ヶ
島

・
浄
蓮
瀧
、
朝
日

瀧
等
の
勝
を
｛
島
生
し
、
二
十
四
日
に
は
山
路
を
鍮
え
て
伊
東
に
至
り
、
二
十
五

日
に
は
熱
海
に
赴
き
、
二
十
六
日
同
所
よ
り
小
田
原
に
出
で
、
國
府
津
よ
り
汽

車
に
て
蹄
京
し
た
り
。
旅
行
穂
員
二
百
名
許
り
。

② 

関

連

事

項

「
岩
竹
乙
造
氏
」
と
あ
る

た
る
を
見
舞
は
ん
が
た
め
、
翁
の
教
へ
を
受
け
た
る
本
校
の
卒
業
生
諸
氏
と
謀

り
、
御
菓
子
料
と
し
て
、
金
九
十
圃
を
贈
呈
す
る
こ
と
4

な
せ
り
と
い
ふ
。

正
誤
前
琥
の
本
欄
職
員
に
開
す
る
事
項
中
、

は
、

「
乙
竹
岩
造
氏
」
の
誤
に
つ
き
訂
正
す
。

①

東
京
美
術
学
校
規
則
一
部
改
正

明
治
四
十
年
三
月
、
規
則
第
四
章
「
入
學
在
學
及
退
學
規
程
」

(289
頁
参
照
）

に
改
正
が
加
え
ら
れ
、
入
学
出
願
者
の
提
出
す
べ
き
書
類
に
関
し
て
「
最
近
一

年
内
二
撮
影
セ
シ
手
札
形
寓
倶
（
但
半
身
脱
帽
ノ
モ
ノ
タ
ル
ベ
ク
裏
面
二
氏
名

及
撮
影
ノ
年
月
日
ヲ
液
字
ヲ
以
テ
明
記
ス
ベ
シ
）
」
の
語
句
が
追
加
さ
れ
る

一

方
、
正
副
保
証
人
に
関
す
る
規
定
が
削
除
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
よ
り

保
証
人
は
不
要
と
な
っ
た
。
な
お
、
こ
の
改
正
に
先
き
立
っ
て
「
生
徒
心
得
」

の
保
証
人
に
関
す
る
条
項
が
削
除
さ
れ
、
ま
た
、

「
各
科
授
業
要
旨
」
（
『
東
京

美
術
学
校
一
覧
畔
蒻
年
丑
吐
午
』
）
の
う
ち
日
本
画
科
の
分
に
つ
い
て
同
科
授
業
法
改

正
に
伴
う
部
分
的
改
正
が
な
さ
れ
た
。

図
画
師
範
科
設
置

既
出
明
治
四
十
年
度
年
報
「
規
程
」
の
項
（
磁
頁
）
お
よ
び
校
友
会
月
報
「
東

京
美
術
学
校
近
事
」
の
項
(370
頁
）
に
記
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
本
年
六
月
五
日

に
三
年
制
の
図
画
師
範
科
が
設
置
さ
れ
、
十
月
二
日
に
第
一
回
生
十
九
名
が
入

学
し
、
こ
れ
よ
り
本
校
に
お
け
る
中
等
教
員
養
成
が
本
格
化
し
た
。

本
校
は
美
術
の
作
家
と
図
画
教
員
の
養
成
を
目
的
と
し
て
発
足
し
た
学
校
で

あ
り
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
幾
度
か
の
規
則
改
正
に
お
い
て
も
変
わ
り
は
無
か
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こ
の
よ
う
に
、
本
校
で
は
明
治
二
十
五
年
以
来
作
家
教
育
に
従
属
す
る
か
た

ち
で
図
画
教
員
養
成
が
行
わ
れ
、
多
く
の
教
員
が
送
り
出
さ
れ
た
が
、
そ
の
間

に
学
校
当
局
は
教
員
養
成
課
程
を
独
立
さ
せ
よ
う
と
す
る
動
き
を

示
し
て
い

る
。
明
治
三
十
二
年
以
降
の
年
報
に
お
け
る
図
画
教
員
教
育
課
程
拡
充
の
要
請

が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
動
き
は
欧
米
視
察
に
よ
っ
て
図
画
教
育
に
つ

い
て
認
識
を
深
め
た
正
木
直
彦
が
本
校
校
長
に
就
任
す
る
に
至

っ
て
大
い
に
進

展
し
、
図
画
師
範
科
設
置
と
い
う
成
果
を
得
た
の
で
あ
っ
た
。
か
く
て
図
画
教

師
と
な
る
た
め
の
専
門
的
な
教
育
が
始
ま

っ
た
の
で
あ
る
が
、
か
と
言
っ

て
従

来
の
日
本
画
科
、
西
洋
画
科
、
図
案
科
等
に
お
け
る
教
職
課
程
が
廃
止
さ
れ
た

多
く
、
そ
の
う
ち
四
七
％
が
中
学
校
勤
務
で
あ
る
。

っ
た
。
図
画
教
員
養
成
の
制
度
に
つ
い
て
言
う
と
、
ご
く
初
期
の
本
校
で
は
教

員
志
望
者
は
普
通
科
（
二
年
間
）
卒
業
後
特
別
の
課
程
（
一
年
間
）
で
教
職
科
目
を

履
習
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
教
員
の
資
格
を
得
る
こ
と
が
で
ぎ
た
。
明
治
二
十
五

年
に
は
こ
の
特
別
の
課
程
が
廃
止
さ
れ
、
教
職
課
程
は
絵
画
科
課
程
に
組
み
込

ま
れ
る
と
と
も
に
現
職
教
員
の
再
教
育
を
目
的
と
す
る
図
画
講
習
科
が
設
置
さ

れ
た
。
こ
れ
よ
り
絵
画
科
で
五
年
間
学
び
、
そ
の
間
に
用
器
画
法
と
教
育
学
の

科
目
を
修
め
た
者
が
教
員
資
格
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
二
十
九
年
設

置
の
西
洋
画
科
と
図
案
科
に
も
こ
の
制
度
が
適
用
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
日

本
画
科

・
西
洋
画
科

・
図
案
科
で
五
年
間
の
作
家
養
成
教
育
を
受
け
、
多
少
の

教
職
科
目
を
修
め
た
者
が
教
員
と
し
て
送
り
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の

数
に
つ
い
て
言
え
ば
、
明
治
四
十
年
ま
で
の
卒
業
生
総
数
七
四
七
人
中
最
も
多

い
の
が
自
営
（
作
家
と
し
て
独
立
し
て
い
た
者
ば
か
り
と
は
限
ら
な
い
。）
で
約
四
七

％
、
次
い
で
学
校
勤
務
が
約
二
八
％
、
そ
の
他
の
職
業
（
在
外
研
究
、
兵
役
を
含

む
。
）
が
約
一
七
％
、
戦
死
を
含
む
死
亡
者
が
約
三
％
で
、
学
校
勤
務
が
割
合
い

わ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
も
並
行
し
て
存
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

図
画
師
範
科
の
初
代
教
授
と
な
っ
た
の
は
白
浜
徴
で
あ
る
。
同
科
設
置
に
先

き
立
っ
て
白
浜
が
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
が
、
同
科
は
彼

が
学
ん
だ
マ
サ
チ
ュ
セ
ッ
ツ
州
立
図
画
師
範
学
校
の
シ
ス
テ
ム
に
倣
っ
て
作
ら

れ
た
（
「
謝
辞
」
白
浜
徴
『
白
浜
先
生
還
暦
記
念
』
大
正
十
五
年
）
。
そ
の
学
科
目
等
は

371
頁
の
表
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
授
業
内
容
に
つ
い
て

は
次
の
よ
う
に
定
め
ら

れ
た
。

園
甕
師
範
科

圏
聾
師
範
科
ハ
普
通
教
育
二
従
事
ス
ル
圏
畳
科
赦
員
ヲ
養
成
ス
ル
ヲ
以
テ
目

的
ト
ナ
ス
ガ
故
二
技
術
家
ク
ル
ト
同
時
二
赦
育
者
タ
ル
ノ
學
識
品
格
ヲ
養
ハ

ン
ガ
タ
メ
各
學
年
二
配
嘗
シ
テ
倫
理
、
数
育
學
及
教
授
法
、
美

學

及

美

術

史
、
解
剖
學
、
圏
按
法
、
自
在
聾
、
幾
何
叢
法
、
手
エ
、
習
字
、
英
語
、
数

授
練
習
、
骰
操
ヲ
課
ス

倫
理
ハ
質
践
道
徳
叉
倫
理
學
大
要
ヲ
授
ク

赦
育
學
及
教
授
法
ハ
数
育
ノ
理
論
及
應
用
、
数
育
史
、
學
校
術
生
、
数
授
法

ヲ
課
ス

美
學
及
美
術
史
ハ
第
一
年
二
東
洋
美
術
史
ヲ
、
第
二
年
二
西
洋
美
術
史
ヲ
課

シ
第
一
＿
一
年
ニ
ハ
美
學
ヲ
授
ク

解
剖
學
ハ
骨
骸
論
卜
筋
肉
論
ト
ノ
大
要
ヲ
授
ク

圏
按
法
ハ
平
面
的
模
様
ヲ
主
ト
シ
立
恒
圏
案
法
ヲ
加
フ

自
在
齋
ハ
木
炭
甕
、
鉛
筆
聾
、
毛
筆
壷
、
水
彩
聾
等
ト
シ
石
膏
模
型
、
標

本
、
宜
物
二
依
リ
テ
陰
影
、
濃
淡
及
色
彩
ヲ
授
ク
其
方
法
ハ
窯
生
ヲ
主
ト

シ
兼
テ
見
取
及
考
按
ノ
カ
ヲ
練
習
セ
シ
ム
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倫
理
教
育
学
及
び
教
授
法

美
学
及
び
美
術
史

東
洋
美
術
史

西
洋
美
術
史

美
学

解
剖
学

図
案
法

自
在
画

シ
ム

島

田

久

米

瀧岩大

村村

崖
（
同
右
）

透
（
同
右
）

精
一
（
嘱
託
）

桂
一
郎
（
教
授
）

佳
突
（
同
右
）

西

白 乙

竹

岩

造

（

嘱

託

、
兼
教
育
学
）

浜

徴

（

教

授

）

各
科
目
の
担
当
者
は
第
一
回
生
三
尾
与
喜
蔵
の
回
想
記
（
後
出
）
に
よ
っ
て
次

の
と
お
り
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
『
東
京
美
術
学
校
一
覧
年
初
琴
右
至
年
』
）

こ
の
う
ち
同
科
開
設
に
あ
た
っ
て
の
新
採
用
は
上
原
六
四
郎
、
乙
竹
岩
造
、

岡
田
起
作
で
あ
る
。
多
く
の
科
目
を
現
職
教
官
の
兼
任
で
済
ま
せ
る
こ
と
が
で

き
た
の
は
本
校
に
同
科
を
置
い
た
利
点
の
―
つ
で
あ
っ
た
。

図
画
師
範
科
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

『
教
育
時
論
』
第
七
九
九
号
（
明
治
四
十

年
六
月
二
十
五
日
）
が
こ
れ
を
大
き
く
採
り
上
げ
、

「
図
画
師
範
科
の
設
置
」
と

題
す
る
社
説
を
掲
げ
て
い
る
。
そ
の
要
旨
は
、
従
来
は
中
等
学
校
（
師
範
学
校
、

中
学
校
、
高
等
女
学
校
等
）
の
図
画
教
員
の
蓑
成
機
関
が
無
か
っ
た
た
め
に
、
美

術
学
校
や
画
家
の
も
と
で
修
業
し
た
者
が
文
部
省
の
検
定
を
受
け
て
教
員
と
な

っ
て
い
た
が
、
そ
れ
ら
は
技
能
の
点
で
は
優
れ
て
は
い
て
も
、
教
員
と
し
て
必

要
な
修
業
を
し
て
お
ら
ず
、
芸
術
家
に
あ
り
が
ち
な
非
常
識
を
良
し
と
す
る
弊

習
字
英
語
教
授
練
習

体
操

赤

間

運

白

浜

森

田
岡

田

作
（
嘱
託
）

亀
之
輔
（
助
手
）

徴蔵
（
雇
）

起

第
二
年
、
第
三
年
ニ
ハ
塗
板
上
ノ
練
習
ヲ
加
へ
第
三
年
ニ
ハ
教
授
練
習
ヲ
主

ト
シ
テ
初
等
数
育
ョ
リ
中
等
教
育
二
至
ル
数
案
ノ
編
成
ヲ
行
ハ
シ
ム

幾
何
棗
法
ハ
平
面
固
法
、
投
影
闘
法
、
岡
法
幾
何
、
透
視
闘
法
、
陰
影
圏
法

ヲ
授
ケ
應
用
問
題
ヲ
練
習
セ
シ
ム

手
工
ハ
第
一
年
二
粘
土
細
工
、
切
貫
細
工
、
厚
紙
細
工
ヲ
第
二
年
ョ
リ
第
一
―
―

年
二
亘
リ
テ
木
工
及
金
工
ヲ
授
ク
手
エ
理
論
及
其
赦
授
法
ハ
宜
習
時
間
内

ニ
於
テ
之
ヲ
課
ス

習
字
ハ
運
筆
ノ
練
習
ヲ
主
ト
シ
兼
テ
其
教
授
法
ヲ
授
ク

英
語
ハ
主
ト
シ
テ
美
術
及
園
盟
教
育
二
隙
ス
ル
叙
事
論
説
ノ
講
誼
ヲ
學
修
セ

沼

田

雅
（
雇
）

手
エ手
エ
彫
刻

水

谷

鉄

上

原

六
四
郎
（
同
右
）

也
（
助
教
授
）
お
よ
び

水
彩
画

毛
筆
画

幾
何
画
法

小鶴

島

第2:i;t

田

機
水
（
助
教
授
）

憲
之
（
嘱
託
）

制度改革期

木
炭
画

鉛
筆
画

‘-

小岡

林

万

吾
（
助
教
授
）

田
三
郎
助
（
教
授
）
お
よ
び
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習
す
ら
あ
る
の
で
、
各
種
教
員
の
中
で
図
画
教
員
が
一
番
多
く
の
不
適
格
者
を

含
ん
で
い
る
。
ま
た
、
そ
の
結
果
、
図
画
は
非
常
に
重
要
な
科
目
で
あ
る
に
も

拘
ら
ず
、
久
し
く
軽
視
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
を
改
革
す
る
の
が
図
画
師
範
科
の

任
務
で
あ
る
、
と
す
る
。

次
い
で
同
誌
に
は
「
趣
味
教
育
に
就
て
」
と
題
す
る
正
木
直
彦
の
談
話
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
正
木
は
、

「
完
全
な
人
物
」
を
目
的
と
す
べ
き
学
校

教
育
に
お
い
て
は
理
学
す
な
わ
ち
知
的
方
面
の
教
育
と
文
芸
す
な
わ
ち
情
的
方

面
（
「
趣
味
」
）
の
教
育
と
が
調
和
的
に
偏
重
偏
軽
な
く
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
そ

の
点
、
我
が
国
で
は
昔
は
む
し
ろ
情
的
教
育
が
発
達
し
て
い
た
に
も

拘
ら
ず
現
行
の
教
育
は
知
的
方
面
に
傾
き
過
ぎ
て
お
り
、
美
醜
を
判
断
す
る
カ

を
持
た
ぬ
不
完
全
な
人
物
を
社
会
に
輩
出
し
て
い
る
と
し
、
情
的
教
育
の
充
実

を
図
る
た
め
に
設
け
た
の
が
図
画
師
範
科
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
次
の
よ
う
に

述
べ

、
図
画
師
範
科
生
徒
に
対
す
る
期
待
の
一
班
を
示
し
て
い
る
。

圏
聾
教
育
に
就
い
て
は
（
圏
甕
以
外
の
数
育
〔
前
段
で
述
べ
て
い
る
音
楽
、

文
芸
を
さ
す
か
。
〕
に
就
い
て
は
、
余
は
門
外
漢
な
れ
ば
云
は
ず
）
物
の
形

を
正
確
に
窯
し
取
る
と
い
ふ
技
能
を
授
け
る
こ
と
は
、
第
一
に
務
め
ね
ば
な

〔し
か
し
な
が
ら
〕

ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
、
乍
併
そ
の
以
上
は
生
徒
の
趣
味
を
高
め
る
こ
と
に
、
主

と
し
て
盛
力
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
、
而
し
て
如
此
重
き
仕
事
を
や
ら
う
と
い

ふ
に
は
、
数
師
自
身
、
亦
そ
の
技
藝
に
堪
能
で
無
く
て
は
な
ら
ぬ
と
い
ふ
こ

と
は
勿
論
で
あ
る
。
然
れ
共
こ
の
堪
能
以
外
に
、
藝
術
の
歴
史
に
精
通
す
る

と
い
ふ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
、
世
界
各
國
中
、
凡
そ
我
國
程
其
祖
先
の
藝
術

上
の
遺
物
を
、
澤
山
に
持
ち
偉
へ
て
を
る
図
は
稀
で
あ
る
、
而
し
て
我
國
に

於
て
は
、
古
い
時
代
か
ら
し
て
、
随
分
大
家
巨
匠
を
出
し
て
を
る
の
で
あ
っ

図画師範科の教師と第 1'

第 1列左より 4人目 三尾与喜蔵

第 2列左より 2人目 波根義三，鶴田機水，乙竹岩造，

上原六四郎，白浜徴，水谷鉄也，玉田文作

第4列右端岡登貞治

2期生

て
、
こ
れ
は
我
尊
き
國
憫
の
有
難
さ
に
、
古
来
一
度
も
革
命
と
い
ふ
こ
と
が

無
か
っ
た
か
ら
し
て
、
そ
れ
ら
大
家
巨
匠
の
作
品
が
、
或
は
皇
室
に
或
は
名

山
巨
刹
に
、
或
は
貴
族
の
家
に
澤
山
持
ち
偉
へ
ら
れ
て
有
る
の
で
あ
る
。
故

に
一
方
社
會
数
育
に
於
て
は
、
如
此
遺
物
を
博
物
館
等
に
陳
列
し
、
或
は
展

廃
會
な
ど
に
出
陳
し
て
、
一
般
の
國
民
を
し
て
彼
の
立
振
な
る
美
術
上
の
作

品
に
接
し
て
、
之
よ
り
し
て
感
化
を
受
け
し
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

叉
我
國
に
は
他
國
に
無
い
澤
山
の
至
賓
を
有
し
な
が
ら
、
一
般
の
人
々
は
、

如
何
な
る
結
好
の
作
品
、
如
何
な
る
偉
大
な
、
世
界
美
術
史
上
に
立
派
な
地
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思
っ
て
居
た
矢
先
き
で
あ
っ
た
の
と
、
今
―
つ
私
は
生
来
、
箱
が
下
手
の
横

に
痰
展
の
見
込
も
な
い
の
で
何
か
髪
つ
た
向
上
の
道
に
、
あ
り
つ
き
た
い
と

位
を
占
む
べ
き
、
大
家
巨
匠
が
出
た
か
を
知
ら
な
い
、
勿
論
こ
れ
は
無
赦
育

で
は
知
る
こ
と
が
出
束
ぬ
の
で
あ
る
か
ら
し
て
、
學
校
教
育
の
間
に
如
此
美

術
上
の
歴
史
を
話
し
、
又
名
品
傑
作
を
生
徒
の
目
に
見
せ
て
、
何
故
に
こ
の

も
の
が
尊
い
か
、
叉
如
何
な
る
貼
が
善
い
か
と
い
ふ
こ
と
を
ば
、
其
品
物
に

就
い
て
親
切
に
教
授
し
て
、
生
徒
を
し
て
不
知
不
識
の
間
に
、
其
趣
味
を
狽

圏
聾
師
範
科
創
立
営
時
の
回
顧

恩
師
白
濱
〔
徴
〕
先
生
の
目
出
度
き
還
暦
紀
念
琥
焚
刊
に
つ
き
、
編
纂
委

員
霜
田
氏
の
お
勧
め
に
よ
り
、
少
し
く
我
圏
聾
師
範
科
創
立
営
時
の
回
顧
を

述
べ
て
見
た
い
と
思
ふ
。
私
は
園
霊
師
範
科
第
一
期
の
卒
業
生
で
あ
る
が
為

め
に
、
此
お
話
は
自
然
、
私
及
び
、
私
の
ク
ラ
ス
の
出
来
事
の
記
事
で
始
終

話
は
今
か
ら
二
十
年
も
前
に
遡
る
、
明
治
四
十
年
の
或
る
日
、
私
は
小
學

校
の
職
員
室
で
官
報
を
見
て
居
た
、
す
る
と
闘
聾
師
範
科
生
徒
募
集
の
廣
告

が
目
に
映
っ
た
の
で
急
に
楡
快
に
な
っ
て
来
た
と
云
ふ
の
は
、
営
時
私
は
縣

一
向
に
面
白
い
事
も
な
く
、
又
前
途

の
師
範
學
校
を
出
て
丁
度
四
ヶ
年
目
、

恕
を
願
ひ
た
い
。

し
て
居
る
観
あ
る
の
は
、
誠
に
止
む
を
得
な
い
事
で
此
貼
偏
に
各
位
の
御
宥

る。
逹
せ
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

尾

典
喜
蔵

初
期
の
図
画
師
範
科
の
様
子
を
よ
く
伝
え
て
い
る
の
は
左
記
の
回
想
記
で
あ

好
き
で
あ
っ
て
、
事
に
よ
っ
た
ら
文
検
で
も
受
け
て
見
よ
う
か
と
も
思
っ
て

居
た
際
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

早
速
私
の
勤
め
て
居
た
學
校
長
に
、
入
學
受
瞼
の
話
を
し
て
見
た
ら
ど
う

し
た
加
減
か
餘
り
一艮
い
顔
も
し
な
か
っ
た
が
、
そ
ん
な
事
に
は
頓
着
な
く
、

好
機
逸
す
べ
か
ら
ず
と
云
ふ
調
子
で
、
サ
ッ
サ
と
入
學
志
願
の
手
績
を
し
て

仕
舞
っ
た
。

入
學
試
験
営
時
の
試
瞼
官
は
、
日
本
語
の
ス
テ
キ
に
旨
い
外
人
の
先
生
で

あ
っ
た
、
と
思
っ
た
の
は
そ
れ
は
白
濱
先
生
で
あ
っ
た
。
英
語
の
猿
―音
が
全

然
日
本
人
離
れ
を
し
て
居
る
の
と
、
色
が
白
く
て
目
は
窪
み
、
鼻
筋
が
迎
も

よ
く
通
つ
て
居
る
の
と
、
洋
服
の
着
こ
な
し
、
並
に
一
畢
手
、

一
投
足
が
凡

べ
て
ハ
イ
カ
ラ
で
あ
り
優
雅
で
あ
っ
た
の
で
、
我
々
田
舎
者
に
は
到
底
日
本

人
だ
と
は
思
へ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

入
學
試
験
も
す
ん
で
愈
授
業
が
始
ま
っ
た
、
其
頃
の
美
術
學
校
は
、
ま
だ

燒
け
な
い
前
で
あ
っ
た
の

で
今
の
様
に
境
内
が
左
右
ニ
ッ
に
分
れ
て
は
居
な

か
っ
た
。
今
の
櫻
木
町
へ
ぬ
け
る
あ
の
大
道
路
は
全
部
學
校
の
境
内
で
あ
っ

て
、
本
館
の
建
物
が
、
今
の
大
道
路
の
員
中
あ
た
り
に
、
動
物
園
と
同
じ
様

な
向
き
に
建
つ
て
居
た
。

爪
先
き
上
り
に
正
門
を
入
る
と
正
面
に
立
派
な
植

込
み
が
あ
り
、
其
奥
に
は
菖
式
で
は
あ
る
が
相
営
立
派
な
玄
闊
が
あ
っ
て
、

一
寸
見
に
は
今
の
美
術
學
校
よ
り
は
遥
に
雄
大
、
壮
厳
な
感
じ
が
あ
っ
た
。

其
玄
開
を
入
っ
て
右
側
二
階
に
あ
っ
た
約
四
十
坪
位
の
部
屋
こ
そ
は
、
宜

に
我
闘
畳
師
範
科
が
狐
々
の
磐
を
畢
げ
た
赦
室
な
の
で
あ
る
。
講
師
の
顔
振

れ
は
営
時
我
國
第
一
流
の
方
々
ば
か
り
で
あ
っ
て
、
白
濱
先
生
を
始
め
、
大

村
、
島
田
、
水
谷
、
森
田
、
岡
田
起
作
、
沼
田
、
乙
竹
、
岡
田
三
郎
助
、
久

米
、
小
林
、
赤
間
、
岩
村
、
上
原
、
鶴
田
の
諸
先
生
で
あ
っ
た
。
前
記
の
数

第2章 制度改革期 380 



庫
の
傍
に
あ
る
煉
瓦
造
り
の
建
物
を
、
君
等
二
年
の
数
室
に
あ
て
る
か
ら
其

室
で
は
、
各
學
科
、
日
本
軍
翌
並
に
デ
ッ
サ
ソ
等
を
数
は
り
、
其
赦
室
の
奥
ま

っ
た
八
昼
敷
位
の
部
屋
が
先
生
の
控
室
で
あ
っ
た
、
従
っ
て
先
生
が
出
勤
し

て
控
室
に
行
か
れ
る
の
は
、
ど
う
し
て
も
我
等
の
数
室
の
中
を
通
ら
ね
ば
な

ら
ぬ
と
云
ふ
、
誠
に
奇
妙
な
間
取
り
で
あ
っ
た
、
そ
れ
で
私
共
が
學
科
で
も

数
は
つ
て
居
る
時
に
は
先
生
は
ヌ
キ
足
サ
シ
足
で
通
ら
れ
た
が
、
デ
ッ
サ
ン

や
日
本
畳
の
時
に
は
「
ド
ウ
ダ
旨
＜
聾
け
る
か
い
」
等
と
會
繹
を
し
て
通
ら

れ
る
の
が
常
で
あ
っ
た
、
或
る
朝
「
ヤ
ア
我
妻
、
今
日
は
馬
鹿
に
め
か
し
て

来
た
じ
ゃ
な
い
か
ス
ッ
カ
リ
男
ブ
リ
が
上
っ
た
ぞ
」
等
と
冷
か
し
て
行
か
れ

た
。
之
は
其
頃
我
妻
〔
栄
〕
君
が
、
若
い
美
し
い
細
君
の
手
前
、
同
君
は
頭

髪
を
六
七
寸
も
延
し
て
美
し
く
ハ
イ
カ
ラ
に
分
け
て
来
た
の
が
お
目
に
と
ま

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
又
或
る
時
、
私
が
熱
心
に
石
脅
の
デ
ッ
サ
ン
を
や
っ
て

居
る
と
、
先
生
は
後
か
ら
不
意
に
肩
を
ボ
ソ
と
叩
い
て
「
オ
イ
三
尾
、
今
朝

は
馬
鹿
に
景
氣
が
よ
か
っ
た
ネ
ー
、
朝
湯
は
振
つ
て
る
ぜ
、
オ
イ
諸
君
、
今

朝
三
尾
君
は
ス
ツ
カ
リ
僕
に
見
つ
か
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
、
手
拭
を
肩
に
、
至

極
景
氣
よ
く
風
呂
か
ら
出
て
来
る
所
を
ネ
ー
…」

之
は
其
朝
、
私
が
生
れ
て

始
め
て
朝
湯
に
入
っ
て
蹄
る
途
中
何
の
因
果
か
バ
ッ
タ
リ
先
生
に
出
會
し
て

仕
舞
っ
た
為
で
あ
る
。

コ
ン
ナ
風
に
先
生
は
、
萬
事
極
め
て
軽
く
、
愛
想
よ
く
、
知
ら
ず
識
ら
ず

の
間
に
封
者
に
何
か
あ
る
数
訓
的
の
ヒ
ソ
ト
を
典
へ

、
周
園
の
者
を
惹
き
っ

け
て
仕
舞
ふ
天
稟
の
魅
力
を
有
し
て
居
ら
れ
る
様
で
あ
る
其
内
に
私
共
は
二

年
級
に
な
り
第
二
期
生
の
今
井
伴
次
郎
君
等
の
組
が
入
っ
て
来
て
、
数
室
の

都
合
が
悪
く
な
つ
て
来
た
、
先
生
は
「
第
一
期
生
は
兄
貴
だ
か
ら
少
し
位
我

慢
し
て
小
さ
い
弟
共
に
譲
つ
て
や
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
、
今
度
か
ら
は
文

つ
も
り
で
…
…
」
等
と
云
は
れ
て
、
行
っ
て
見
る
と
之
は
驚
い
た
。
件
の
建

物
は
成
程
煉
瓦
造
り
で
は
あ
る
が
倉
庫
の
古
手
で
あ
る
、
天
井
は
頭
が
つ
か

へ
さ
う
に
低
く
窓
の
敷
は
少
く
て
小
さ
く
お
ま
け
に
窓
と
云
ふ
窓
に
は
頑
丈

な
鐵
棒
の
格
子
が
取
り
付
け
て
あ
り
、
入
口
は
黒
金
の
観
音
開
き
に
出
来
て

居
る
。
此
慮
で
素
描
や
、
木
工
を
や
ら
う
と
云
ふ
の
だ
か
ら
た
ま
ら
な
い
、

一
同
は
暫
し
呆
然
と
し
て
開
い
た
口
が
塞
ら
な
か
っ
た
、
其
後
、
警
旬
と
皮

肉
の
雄
で
あ
る
岩
村
先
生
が
講
義
に
見
え
て
「
コ
リ
ヤ
地
獄
だ
」
等
と
云
は

れ
た
程
、
夏
は
釜
中
の
如
く
暑
く
、
冬
は
冷
蔵
庫
に
居
る
様
な
感
じ
が
す
る

全
く
牢
獄
其
儘
で
あ
っ
た
が
幸
に
も
三
年
に
は
赦
室
の
都
合
が
つ
い
て
再
び

本
館
で
學
ぶ
事
が
出
来
、
其
慮
で
卒
業
製
作
を
作
る
事
が
出
来
た
。

之
か
ら
少
し
く
内
容
的
方
面
と
で
も
云
ふ
べ
き
事
柄
を
述
べ
て
見
る
。
私

共
が
入
學
し
て
確
か
ニ
ヶ
月
目
で
あ
っ
た
か
と
思
ふ
、
最
初
の
同
級
茶
話
會

を
開
い
て
、
諸
先
生
の
御
臨
席
を
乞
ふ
た
、
其
時
白
濱
先
生
の
テ
ー
プ
ル
ス

。
ヒ
ー
チ
が
あ
っ
た
、
曰
く
「
只
今
會
合
し
て
居
る
者
は
生
徒
僅
に
十
九
名
赦

職
員
合
せ
て
三
十
名
足
ら
ず
で
あ
る
が
、
之
は
将
来
我
園
蜜
赦
育
界
に
焚
展

雄
飛
す
る
芽
生
え
の
會
で
あ
る
。
希
く
は
将
来
、
高
等
師
範
に
於
け
る
若
袈

會
を
凌
駕
す
る
様
な
盛
大
な
會
と
な
し
、
天
下
に
呼
琥
し
た
い
も
の
で
あ

る
、
就
て
は
會
の
名
を
何
と
附
け
た
が
一艮
い
か
之
は
正
木
校
長
に
お
願
ひ
す

る
事
に
す
る
、
云
々
」
間
も
な
く
正
木
校
長
か
ら
、
美
術
學
校
の
所
在
地

は
、
元
、
錦
小
路
と
云
っ
た
か
ら
、
之
に
因
み
て
錦
巷
會
と
命
名
し
た
が
よ

か
ろ
う
と
御
説
明
下
さ
っ
た
、
之
が
錦
巷
會
の
始
ま
り
で
あ
る
。
其
内
、
先

生
の
痰
案
で
、
生
徒
各
自
原
稿
の
持
ち
寄
り
で
回
覧
雑
誌
の
様
な
物
を
作
り

之
を
錦
巷
と
名
付
け
毎
月
一
回
宛
翌
行
す
る
事
に
し
た
。
正
木
校
長
、
白
濱

先
生
等
か
ら
も
隈
有
盆
な
御
寄
稿
が
あ
っ
た
、
之
は
面
白
い
紀
念
物
と
し
て
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白
濱
先
生
が
大
切
に
保
存
さ
れ
た
が
惜
い
事
に
は
、
母
校
火
事
の
際
、
悉
く

烏
有
に
蹄
し
て
仕
舞
っ
た
。

私
共
が
入
學
し
て
か
ら
三
年
に
至
る
迄
の
間
は
先
生
に
取
っ
て
最
も
忙
し

い
時
期
で
あ
っ
た
、
創
立
間
も
な
き
師
範
科
は
、
凡
べ
て
が
不
備
と
、
不
充

分
と
、
鋏
乏
其
物
で
あ
っ
た
、
之
を
補
ふ
べ
く
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
交
渉
を
交

ね
、
東
西
奔
走
し
て
其
充
宜
に
力
め
よ
う
と
す
る
努
力
と
、
之
に
附
随
し
て

持
ち
上
つ
て
来
る
繁
多
な
る
雑
務
と
は
、
殆
ん
ど
白
濱
先
生
一
人
の
双
肩
に

か
4

つ
て
居
た
の
で
あ
っ
て
、
其
忙
し
さ
は
到
底
言
葉
に
盪
す
事
が
出
来
な

か
っ
た
。
夫
れ
と
同
時
に
先
生
は
、
文
部
省
の
数
科
書
編
纂
委
員
で
あ
っ

て
、
只
今
行
は
れ
て
居
る
新
定
霊
帖
の
編
輯
に
努
力
を
績
け
て
居
ら
れ
た
、

其
他、

営
時
数
育
社
會
に
於
て
強
要
し
て
止
ま
な
か
っ
た
各
種
岡
鸞
数
育
上

の
著
作
、
或
は
各
地
に
於
け
る
闘
甕
科
諧
習
會
等
重
大
な
も
の
だ
け
で
も
五

指
に
餘
る
と
云
ふ
有
様
で
員
に
目
登
し
き
奮
闘
的
生
活
を
幾
積
せ
ら
れ
た
。

こ
う
し
た
我
等
の
目
前
に
展
開
せ
ら
れ
て
居
る
先
生
の
大
奮
闘
と
、
私
共

の
重
大
な
る
責
任
感
、
そ
れ
は
、
師
範
科
第
一

、
二
、
三
期
等
の
卒
業
生
は

師
範
科
卒
業
生
の
腕
前
を
世
に
吹
聴
す
る
見
本
で
あ
る
、
其
見
本
の
＿
艮
否
に

よ
り
て
将
来
、
師
範
科
卒
業
生
の
賣
れ
口
に
甚
大
の
影
智
を
来
す
が
故
に
、

一
寸
の
時
間
と
雖
も
有
奴
に
活
用
し
て
出
来
る
だ
け
十
分
な
る
、
力
を
養
は

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
云
ふ
責
任
感
、
此
二
つ
に
よ
り
て
我
等
は
固
き
決
心
を

〔
マ
マ

〕

す
べ
く
餘
儀
な
く
せ
ら
れ
た
。
在
學
中
。
學
校
の
授
業
だ
け
で
其
日
を
終
る

も
の
は
一
人
も
な
か
っ
た
、
文
庫
、
圏
書
館
等
に
夜
の
閉
館
迄
も
没
頭
研
究

す
る
も
の
、
塾
に
通
ふ
も
の
、
大
學
其
他
へ
聴
講
に
出
る
も
の
等
々

、
月
の

一
度
の
懇
親
會
さ
へ
も
餘
興
等
は
大
の
禁
物
、
テ
ー
ブ
ル
ス
ビ
ー
チ
の
少
し

で
も
短
く
、
又
少
か
ら
ん
事
を
の
み
希
望
し
、
サ
ッ
サ
と
茶
を
喫
み
菓
子
を

た
べ
て
解
散
し
、

〔
マ
マ

〕

お
の
が
じ
ゞ
研
究
に
立
ち
向
ふ
の
を
常
と
し
た
。

其
頃
美
術
學
校
の
或
科
の
中
に
は
、
随
分
元
氣
旺
盛
な
者
が
居
て
市
内
や

地
方
等
で
屡
々
暴
れ
た
為
め
に
、
本
校
生
徒
一
般
に
到
す
る
世
評
は
甚
だ
面

白
く
な
か
っ
た
、
そ
こ
で
我
等
師
範
科
生
は
之
に
到
し
て
少
か
ら
ず
杞
憂
を

抱
い
た
、
我
等
は
将
束
賣
物
で
あ
る
の
に
本
校
生
徒
一
般
の
評
判
が
こ
ん
な

で
は
到
底
一艮
い
買
ひ
手
が
つ
く
筈
が
な
い
、
又
白
濱
先
生
の
新
定
甕
帖
を
初

め
と
し
て
折
角
の
各
種
著
作
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
。
之
は
頗

る
重
大
な
問
題
で
あ
る
と
云
ふ
の
で
、
唯
云
ふ
と
な
く
我
師
範
科
は
「
常
識

と
努
力
」
と
云
ふ
言
葉
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
奮
闘
し
始
め
た
所
が
幸
に
も
其

決
心
が
次
第
に
認
め
ら
れ
て
、
諸
先
生
か
ら
は
師
範
科
を
模
範
に
せ
よ
等
と

云
は
る
4
様
に
な
っ
た
の
は
嬉
し
か
っ
た
。

面
白
い
の
は
例
の
宮
崎
モ
デ
ル
婆
さ
ん
で
あ
る
「
師
範
科
は
お
人
柄
だ
か

ら
、
い
つ
も
新
し
い
子
を
頼
み
ま
す
」
と
云
つ
て
は
モ
デ
ル
志
願
の
無
経
験

な
娘
を
こ
ち
ら
へ
よ
こ
し
た
。
お
蔭
で
趾
し
が
つ
て
ど
う
し
て
も
裸
に
な
ら

な
い
奴
等
が
居
て
時
々
手
古
摺
っ
た
。
兎
角
す
る
内
に
卒
業
期
が
近
づ
い
た

が
美
術
學
校
で
養
成
し
た
最
初
の
卒
業
生
で
あ
り
、

（
此
頃
已
に
東
京
高
等

師
範
で
は
我
師
範
科
に
類
似
の
卒
業
生
を
―
二
回
出
し
て
居
た
）
其
人
格
、

手
腕
等
に
つ
い
て
世
人
も
多
少
不
安
に
思
っ
た
せ
い
か
、
就
職
口
が
殺
到
す

る
と
云
ふ
有
様
で
は
な
く
、
此
黙
に
つ
い
て
、

一
時
、
白
濱
先
生
の
御
苦
心

は
並
大
抵
で
は
な
か
っ
た
、
中
に
は
自
分
で
＿
艮
い
口
を
見
附
け
て
行
く
も
の

や
、
知
己
か
ら
の
侶
手
で
就
職
す
る
人
等
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
お
し
ま

い
に
は
雇
入
申
込
の
敷
が
幾
等
か
卒
業
の
敷
よ
り
も
多
く
な
っ
た
の
は
目
出

度
か
っ
た
。

全
部
の
就
職
口
が
き
ま
り
、
愈
免
状
を
授
興
さ
れ
た
時
の
先
生
の
喜
び
は
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『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
誌
』
第
十
九
号
（
昭
和
十
五
年
十
月
）
に
も

同
者
の
や
や
簡
略
な
回
想
記
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

十
九
名
の
第
一
期
生
は
比
較
的
年
輩
者
が
多
く
、
中
に
は
若
い
先
生
と
は

殆
ん
ど
同
年
位
の
も
の
、
妻
子
の
あ
る
も
の
、
小
學
校
長
迄
勤
め
て
来
た
も

の
、
本
科
に
於
て
相
営
に
修
業
を
積
み
入
學
試
瞼
に
。ハ
ス
し
て
入
っ
て
来
た

も
の
等
に
分
別
者
が
揃
つ
て
居
た
為
め
か
将
、

一
腑
に
頭
が
悪
く
怠
け
て
居

て
は
追
つ
い
て
行
け
な
か
っ
た
せ
い
か
兎
に
角
勉
強
家
が
多
く
三
年
間
誰
も

が
ど
の
先
生
か
ら
一
度
で
も
お
小
言
を
頂
い
た
の
を
見
た
事
が
無
か
っ
た
。

面
白
い
の
は
或
る
時
白
濱
先
生
が
夕
食
後
プ
ラ
リ
と
文
庫
へ
や
つ
て
来
ら
れ

た
。
す
る
と
そ
こ
の
薄
暗
い
電
燈
の
下
で
、
古
霊
や
圏
案
の
著
書
等
と
首
つ

引
き
し
て
居
る
の
は
全
部
我
々
の
仲
間
で
あ
っ
た
の
で
、
先
生
は
一
寸
意
外

に
感
ぜ
ら
れ
た
様
で
あ
っ
た
が
「
君
等
病
氣
し
て
休
學
者
が
出
た
り
す
る
と

な
お
、

事
に
す
る
。

（
『
白
浜
先
生
還
暦
記
念
』
大
正
十
五
年
。
編
集
代
表
今
井
伴
次
郎
）

大
し
た
も
の
で
あ
っ
た
、

一
同
を
別
室
へ
集
め
、
嬉
し
涙
に
暮
れ
て
、
懇
篤

な
る
送
別
の
辟
、
熱
烈
な
る
激
勘
の
御
言
葉
を
賜
っ
た
の
は
二
十
年
後
の
今

日
猶
耳
に
残
っ
て
居
る
。
こ
ん
な
風
に
し
て
第
一
回
を
終
り
爾
来
績
々
と
し

て
卒
業
生
を
出
し
、
日

一
日
と
世
の
信
用
を
高
め
、
今
や
錦
巷
會
は
膨
然
た

る
一
大
勢
力
と
な
っ
て
数
育
會
に
蝠
居
す
る
様
に
な
っ
た
の
は
偏
に
先
生
の

賜
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

此
慮
に
謹
ん
で
先
生
の
還
暦
を
祝
し
併
せ
て
御
長
寿
を
祈
つ
て
筆
を
欄
＜

困
る
か
ら
夜
だ
け
は
休
む
が
一艮
い
、

さ
あ
ど
こ
か
へ
行
か
う
」
と
近
く
の
ミ

〔
ヵ
〕

ル
ク
ホ
ー
ル
ヘ
引
張
り
込
み
其
頃
珍
し
か
っ
た
マ
コ
ロ
ン
ケ
ー
キ
等
を
奢
つ

て
下
さ
っ
た
事
な
ど
が
あ
っ
た
。

森
田
先
生
は
昔
も
今
と
少
し
も
愛
ら
ぬ
落
ち
つ
い
た
方
で
、
或
る
日
ク
ラ

ス
の
誰
か
ゞ
あ
の
若
い
先
生
に
一
度
叱
ら
れ
て
見
よ
う
等
と
申
合
せ
た
繹
で

は
無
か
っ
た
様
に
思
ふ
が
其
日
先
生
の
英
語
の
時
間
に
誰
も
講
義
室
に
行
か

ず
デ
ッ
サ
ン
を
績
け
て
居
た
の
で
あ
っ
た
。
次
の
英
語
の
時
間
に
定
め
し
お

叱
り
を
受
け
る
で
あ
ら
う
事
を
豫
期
し
て
居
た
の
に
先
生
は
何
事
も
無
か
つ

た
か
の
様
平
然
と
い
つ
も
の
通
り
講
義
を
績
け
ら
れ
た
。
之
は
屹
度
先
生
が

叱
る
事
を
忘
れ
た
の
だ
と
云
ふ
の
で
誰
か
ゞ
前
時
間
の
サ
ボ
リ
事
件
を
云
ひ

出
し
た
。
然
る
に
先
生
は
フ
ン
夫
れ
は
＿艮
か
っ
た
と
ニ
ッ
コ
リ
せ
ら
れ
た
ゞ

け
、
一
同
は
聯
か
拍
子
抜
け
の
髄
で
内
心
赤
面
し
た
事
で
あ
っ
た
。

上
原
六
四
郎
先
生
は
寡
獣
の
人
格
者
、
内
外
其
名
も
高
き
我
國
手
エ
教
育

の
元
祖
、
全
く
天
才
肌
の
方
で
例
へ
ば
先
生
の
作
ら
れ
た
筵
笥
、
机
等
は
小

憎
か
ら
叩
き
上
げ
た
其
道
の
逹
人
で
さ
へ
到
底
及
び
も
つ
か
な
い
神
技
、
之

が
為
め
専
門
指
物
師
が
艇
指
導
を
乞
ひ
に
来
る
有
様
で
あ
っ
た
。

其
外
同
先
生
は
理
化
學
―音
響
學
等
の
造
詣
深
く
美
校
の
外
男
女
高
師
、

昔

楽
學
校
等
の
教
授
や
講
師
を
兼
ね
て
居
ら
れ
た
。
一
方
尺
八
は
荒
木
古
童
の

最
高
弟
で
出
藍
の
超
名
人
、
只
一
度
拝
聴
し
た
四
季
の
曲
は
到
底
尺
八
の
昔

と
も
思
は
れ
ず
天
女
の
楽
と
は
斯
う
云
ふ
も
の
か
と
思
は
じ
め
未
だ
に
耳
染

に
残
っ
て
居
る
。
猶
其
時
先
生
が
吹
か
れ
た
精
巧
な
尺
八
其
物
も
御
自
分
で

餘
暇
に
作
ら
れ
た
の
だ
と
聞
い
て
全
く
驚
く
の
外
は
無
か
っ
た
。

我
々
ほ
在
學
中
毎
月
七
圃
〔
六
円
の
誤
り
か
。
370
頁
参
照
。〕

宛
の
手
営

を
學
校
か
ら
支
給
さ
れ
た
。
営
時
の
七
圃
は
今
の
約
一
―
―
十
園
位
に
相
嘗
す
る
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購
買
力
が
あ
っ
て
、
営
時
三
食
附
一
ヶ
月
金
八
園
也
で
下
宿
し
て
居
る
も
の

さ
へ
あ
り
、
最
高
十
五
園
も
出
せ
ば
夕
食
に
は
刺
身
に
洋
食
の
一
品
位
は
つ

け
る
と
云
ふ
低
物
債
時
代
で
あ
っ
た
か
ら
少
々
有
り
難
か
っ
た
が
此
手
営
も

我
々
卒
業
後
間
も
な
く
続
費
節
減
の
あ
ほ
り
で
麿
止
せ
ら
れ
た
と
云
ふ
事
で

あ
っ
た
。

ほ
か
に
、
白
浜
徴
お
よ
び
白
浜
在
職
中
の
図
画
師
範
科
に
つ
い
て
は
『
白
浜

徴
先
生
追
悼
号
』
（
昭
和
四
十
九
年
。
錦
巷
会

m鰐
狂
認
嗣
懇
が
あ
り
、
参
考
に
な

る。
図
画
師
範
科
は
明
治
四
十
三
年
に
第
一
回
卒
業
生
を
全
国
の
中
等
学
校
へ
送

り
出
し
た
。
同
年
正
木
直
彦
、
白
浜
徴
、
上
原
六
四
郎
、
小
山
正
太
郎
、
阿
部

七
五
三
吉
ら
に
よ
る

『
尋
常
小
学
新
定
画
帖
』
が
発
行
さ
れ
、
図
画
師
範
科
の

順
調
な
運
営
と
相
ま
っ
て
、
明
治
三
十
五
年
以
来
の
図
画
教
育
改
革
は
完
結
を

み
た
。
ま
た
、
白
浜
徴
は
同
年
『
図
画
教
授
之
理
論
及
実
際
』
『
新
式
練
習
画

帖
』
を
出
版
し
、
一
方
図
画
師
範
科
の
同
窓
会
で
あ
る
錦
巷
会
が
結
成
さ
れ
て

そ
の
会
長
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
前
出
「
続

・
日
本
近
代
美
術
教
育

『
美
育
文
化
』
所
載
）
中
に
詳
し
い
論
及
が
あ
る
。

史
」
（
金
子
一
夫
著
。

③
 

前
項
中
に
掲
載
し
た
「
図
画
師
範
科
創
立
当
時
の
回
顧
」
に
記
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
錦
巷
会
は
明
治
四
十
年
十
一
月
に
発
足
し
た
図
画
師
範
科
の
親
睦
団

体
で
、
会
名
は
正
木
直
彦
の
命
名
に
よ
る
。
同
会
の
機
関
誌
『
錦
巷
』
は
明
治

四
十
四
年
三
月
創
刊
さ
れ
、
こ
れ
に
会
則
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
第
三
條
に

「
本
会
ハ
東
京
美
術
学
校
図
画
師
範
科
職
員
卒
業
生
並
二
在
校
生
徒
ヲ
以
テ
組

錦
巷
会

織
ス
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
会
長
に
は
同
科
主
任
を
推
す
と
定
め
ら
れ
て
い

る
。
機
関
誌
に
つ
い
て
は
毎
月
編
纂
し
て
春
秋
二
回
特
別
号
を
刊
行
す
る
と
い

う
規
定
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
明
治
四
十
四
年
四
月
に
至
り
、
春
秋
二
回
発
行
と

改
め
ら
れ
て
い
る
。
『
錦
巷
』
の
雑
報
欄
に
よ
っ
て
、
錦
巷
会
で
は
図
画
師
範

科
関
係
教
官
や
卒
業
生
の
講
話
、
絵
葉
書
競
技
、
余
興
な
ど
が
行
わ
れ
、
卒
業

式
の
時
期
に
な
る
と
、
全
国
各
地
の
学
校
へ
赴
任
す
る
生
徒
の
た
め
に
盛
大
な

送
別
会
を
催
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

東
京
美
術
学
校
規
則

（「
総
則
」）
改
正

図
画
師
範
科
設
置
に
と
も
な
い
明
治
四
十
年
七
月
に
東
京
美
術
学
校
規
則
の

第
一
章
「
総
則
」
が
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
た
。

④
 

正木直彦の「錦巷会」命名書

（『錦巷』第 1号より転載）
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